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第４章 個別事例報告 

 

 本年度の調査件数は 158例である。その事例を下記の通り分類した 

 Ⅰ．農機一般・施設 

  １．トラクター 

    （１）作業機取替・修理中の事故 

    （２）走行中の事故、転落・転倒など 

    （３）トラクターに乗降時の転倒：滑る、踏み外す 

    （４）突き出たクラッチレバーやアクセルなどに引っかかっての事故 

    （５）その他 

 

  ２．草刈機 

    （１）斜面・法面での不安定姿勢による事故 

    （２）周辺環境・作業環境未確認による事故           
    （３）刈刃の回転による事故 

    （４）不正常な使用 

    （５）刈払機以外の草刈機による事故 

 

  ３．コンバイン（稲のハーベスター含む） 

    （１）詰まりの除去中の事故 

    （２）手こぎ中の事故 

    （３）移動中の事故 

 

  ４．耕耘機 

    （１）バック時の事故 

    （２）耕耘機の積み降ろし時の事故 

    （３）ダッシング 

 

  ５．田植機 

    （１）田植機の爪が刺さった事故 

    （２）その他の事故 

 

  ６．運搬車 

    （１）運搬車がスリップして起こった事故 

    （２）運搬車・トレーラーの下敷き 

    （３）その他 

 

  ７．車・重機関係 

    （１）車   （２）重機 
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  ８．切るもの 

    （１）チェーンソー   （２）藁切りカッター 

  ９．機械整備 

  10．施設内 

    （１）乾燥機      （２）その他、施設内事故 

 

Ⅱ．果樹・工芸作物・ハウス栽培 

  11．果樹 

  12．工芸作物 

   （１）ビート   （２）サトウキビ  （３）タバコ   （４）お茶 

   13．ハウス栽培 

 

Ⅲ．用具・手具 

   14．はしご 

  15．脚立 

   （１）剪定   （２）上向き作業   （３）収穫   （４）放射能の除染 

   16．鎌 

 

Ⅳ．畜産関係 

  17．畜産関係機械・施設 

  （１）ミキサーフィーダー  （２）バーンクリーナー  （３）レーキ・モア 

  （４）マニュアスプレッダー （５）ロールグラブ      （６）施設周り 

 

  18．牛の事故 

   （１）牛の移動   （２）牛がぶつかって来た   （３）牛が接触して来た 

   （４）牛に蹴られた （５）牛がよろけた         （６）その他 

 

Ⅴ．特になし 

  19．有害動物 

   （１）蜂    （２）ヘビ 

  20．重量物運搬 

  21．高所転落 

  22．歩行中の事故 

  23．その他 

  24．内因性  
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Ⅰ．農機一般・施設 

 

 富山県農村医学研究会では、昭和 45年以来、県内の外科、整形外科、皮膚科、眼科、脳

外科、ＩＣＵを標榜する全ての診療科および接骨院約 900 カ所に年２回、農作業事故の臨

床例調査を実施している。さらに全共連県本部の協力を得て生命・障害共済証書より農作

業事故の事案を検索して、富山県内の農作業事故の臨床例調査を 40年あまり行ってきた。 

 この 10年間で起きた事故件数は 2301 件。 

 そのうちトラクター、草刈機、コンバイン、耕耘機、田植機の５機種の事故について、

どのような原因で起こったか、事故様態分析を行った。「事故様態分析」とは、事故原因

を細かく細分化し全ての要因を洗い出すのではなく、事故の主たる原因、つまり第１原因

と考えられる要因で分類したものである。 

 これら５機種については、それぞれの事故様態分析の結果を元に分類し記述した。 

 その他のものについては、できるだけ類似の事故をまとめ記述した。 

 

 

１．トラクター  

 

 富山県における 10 年間のトラクター事故は 87件であった。その事故様態分析の結果は

図の通りである。 
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今回の事例をこの事故様態で分類すると、 

 １．作業機の取替中、④修理中の事故  （５件） 

   ①トレーラーの連結時の事故 （２件） 

   ②重量物装着時の事故    （１件） 

   ③作業機脱着時の事故    （１件） 

   ④作業機洗浄時の事故    （１件） 

 

 ２．走行中の事故、転落・転倒など   （９件） 

  ①坂道走行中、転落・横転   （３件） 

  ②昇降路でスピードの出し過ぎ （１件） 

  ③圃場での旋回時に転倒    （２件） 

  ④公道での事故             （２件） 

  ⑤果樹園での事故       （１件） 

 

 ３．乗降時の転倒：滑る、踏み外す   （３件） 

  ①乗車時に転倒        （１件） 

  ②降車時に転倒        （１件） 

  ③大型トラクターの高所より転落（１件） 

 

 ４．突き出たレバー、クラッチなどへの引っかかり 

                    （１件） 

  ①昇降レバーがひっかかり作業機上昇           

 

 ５．その他              （１件） 

  ①コミュニケーション不足による事故 

 

であり、トラクターの事故様態の４つ大きな原因の報告が多かった。 

 以下に、トラクターの事故様態分類順に事例を紹介する。 
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（１）作業機の取替え、修理中の事故 

 コンバインや田植機は、１つの機能のみを持つ機械である。コンバインは、刈り取りと

脱穀を同時に行うので２つの機能を持つが、大きくは収穫作業のみである。また。田植機

は田植えのみを行う単一の機能の機械である。当たり前と言えば当たり前である。 

 しかし、トラクターはどうであろうか。様々な作業機を取り替え、様々な作業を行う。

その度に作業機を取り替える。荒起こしにはロータリー、代掻きにはバディハロー、草刈

りにはモア、運搬にトレーラー、溝切りには溝切り機等々。特に畜産関係では、様々な機

械が繰り返し取り替えられる。もちろん、作業機毎にトラクターがあり、決まっていれば

その作業はないのであるが。 

 いずれにしても、作業機の取り替えは他の農業機械にはない作業である。その際に作業

手順や要領が悪いと事故につながる。 

 この解決には、基本的に徹底した手順や要領の教育が必要である。 

 

 

＜１＞トレーラーの連結時の事故 

 

①トレーラーをトラクターに連結中、別の人間が手助けのつもりで、声を掛け 

 ずにトレーラーの後ろをフォークリフトで持ち上げたため、支柱を支えてい 

た一輪車が倒れ、支柱が落下、足を直撃 

               （平成23年7月 お昼頃、機械倉庫前、男56歳） 

 コンバイン等大型機械を運搬するトレー

ラーをトラクターに連結する際に、もう少

しで、接続できると思ったとき、別の人間

（53 歳・男性）が、「少しでも持ち上げた

方が楽だろう」とトレーラーの後をフォー

クリフトで持ち上げた。途端に、前方を支

えていた、一輪車部分が滑って倒れ、トレ

ーラーの連結部分の重さが、突然、本人の

腕に一気にかかり落とし、右足を直撃。 

 トレーラーの連結部を支えていた一輪

車部分は、もう少しで接続できるので、

支えていたピンも抜いていたので簡単に

倒れた。その直下に右足があり、第１～

３趾を直撃。連結部がバウンドしたが、

再度の直撃直前に足をさけた。下はコン

クリートであった。みるみる、直径３～

４ｃｍくらいに腫れ上がった。 
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 事故後、自分で車を運転して、近医を受診。当日は休みだったので、レントゲンも撮っ

てもらえず、冷やして添え木だけしてもらった。翌日、10 時頃まで作業の段取りをしたり、

指示をして病院にいった。右足第１～３趾骨折、挫滅、即入院。石膏で約１ヶ月間固定。

今は、特に違和感もなく、親指等にも普通に力が入る。 

                                       

＊事故原因 

 トラクターにトレーラーを連結しようとしている時、連結位置を調整しているのを見て、

別の人間が手助けになると思いフォークリフトで最後部を上げ下げした。作業者には全く

声をかけておらず、支えの一輪車が倒れた。当然、作業者に声をかけてから作業に入るべ

きであった。 

 以前の調査で、坂道を荷車を引いて昇っている時、後から別の人が、「大変だろう、押

してあげよう」と思い、声もかけず押し、引いていた人はいきなり荷が軽くなり、はずみ

を食って転倒、足を骨折した事例があった。 

 よかれと思ってやったことでも、相手が知らないこと、コミュニケーション無しで行う

と「小さな親切、大きなお世話」、重大事故となる。 

 ところで、トレーラーをトラクターに連結する場合、トレーラーとトラクターの連結部

の最後の穴合わせは微妙であり、途中で仮止めする機械的構造の工夫も必要かもしれない。 

 これは何も今回の事例のみならず、ロータリーのユニバーサルジョイントについても言

える。ワンタッチ式の構造のものは問題は無いが、多くのものは未だに重いジョイントを

手で支えつつ、連結を行っており、手から滑り落ちる不安を常に抱えている。 

 とにかく重量物を扱うとき、条件によっては思いがけず落下する危険がある。 

 重量物を扱うときは直下に足や体を置かない、かつ落ちたときに、足と地面との間に空

間が出来るよう、丸太などをあらかじめ置いておく工夫が必要と考えられる。 

 なお、この時に着用されていた靴が安全靴であったか否か、調査漏れにて不明である。

もし着用されておれば少しは打撃が少なかったかも知れない。ただ、落下した支柱の重量

は不明であるがかなりの重さがあり、安全靴でも十分に防ぐことが出来たか疑問である。 

 いずれにしても、重量物を扱う際には、落下もありうることを前提に対策が必要である。 
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②トレーラーとトラクターをピンで連結する際、連結部を足に落下、骨折 

                （平成23年6月 午後4時頃、農道にて、男64歳） 

 前例と同様、トレーラーとトラクターの連結時の事故である。 

 営農組合で田の溝きり作業中、管理機が深みにはまり、引き上げるためにトラクターが

必要となった。いつもはトラクターなどを運搬するためにトレーラーを装着しているトラ

クターからトレーラーを外して、15mのワイヤーを掛けて管理機を引き上げた。 

 その後、再びトラクターにトレーラーを接続させようと、二人で相向かいにトレーラー

の接続部分・支柱を持ち上げ、トラク

ターとトレーラーの接続のピンを入れ

ようとした。なかなかピンが穴にうま

く合わなかったので、少しずらそうと

した時、はずみで手から接続部が落ち、

下にあった左足甲を直撃した。足は、

地面との間に挟まった状態だったが、

自分の力で抜けた。接続部の下には、

突起物が２カ所あり、それが地面と足

とにわずかな空間を作り抜けたと思わ

れる。 

 自分では大丈夫と思っていたが、股

までくる長靴（特長）の足の甲が裂け、血が滴り出ていて、周りの人から「病院へ行かな

ければ」と言われ、その場の人に車を運転してもらって、病院に連れて行ってもらった。 

 甲の部分は、横に切れて、数針縫ってもらった。左足圧挫創、切創。４回治療に通った

（13 日間）。現在は、歩くのに特に違和感はない。 

  たまたま、連結部の下部に突き出ていた突起物が、地面と足の間にわずかな空間を作り、

完全に足を直撃することは避けられ、重大事には至らなかった。 

 

＊事故原因 

 ①の事例と同様のトレーラ

ーとトラクターの連結時の支

柱の落下であり、事故対策も

同様である。 

 支柱を支える一輪車がある

が、この事例では利用されて

いない。何か不都合があるの

か、また操作手順が十分周知

されていないのであろうか。 

 なお、この事例の場合図の

ごとく支柱の下に突起があ

り、その突起が地面と支柱と
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の間にわずかな空間を作り、

完全なる直撃を避けることが

できた。ただし、足の位置が

突起の直下であった場合、足

を縦に切断していた可能性も

ある。 

 重量物が「落ちるかもしれ

ない」の想定の下に、作業手

順を考える必要があるとも言

える。 

 

 

 

 

 

＜２＞重量物装着時の事故 

 

③トラクターにリヤウェイト(重り)を取り付けようとして落下、足を直撃、骨折 

 （平成22年 6月 10時頃 屋根無し農機具置き場・コンクリート舗装、男性・47歳） 

 近所の鉄工所で作ってもらったコンクリート製のリヤウェイト（約 600kg の重り）をト

ラクター（80PS）に取り付けるため、一人でトラクターとリヤウェイトの間に入って昇降

レバーを操作していた。 

 リヤウェイトがバーに引っか

ったのでそのまま持ち上げよう

としたところ、トラクターのけ

ん引桿にリヤウェイトが接触

し、ウェイトが外れて右足を直

撃。リヤウェイトの下に古タイ

ヤを置いてあったので、それが

クッションになり、指がつぶれ

ずに済んだ。 

 痛みの峠が過ぎてからリヤウ

ェイトを付け直し、自分で車を

運転して病院へ行った。右第１、２趾開放骨折。当初、２カ

月の入院のはずだったが、時折、作業に出かけていたため、

患部の皮膚が癒着して腐敗してしまったため、骨を移植する

手術を受け結局４ヵ月入院１ヵ月通院。現在は、歩いたり走

ったりするのには全く問題はないが、親指が曲げられず、皮

膚の感覚も鈍い。 
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＊事故原因 

 このウエイトの装着部は

地元の方に自分が使いやす

いように作っていただいた

ものであるが、３点リンク

ヒッチのロワリンクに取り

付けたバーに引っかけるだ

けで簡単に装着可能だが、

凹凸路を走行すると振動で

外れることもあるとのこ

と。 装着操作の利便性に

は優れるが、構造的に安全

性、確実性に欠けている。 

 この時、昇降レバーの操

作を運転席で行わず、リヤウェイトとトラクターの間で行った。いつもはけん引桿を取り

外すか、リヤウェイトに接触しないように横に曲げてから装着していたが、事故当日は、

それを忘れていた。 

 また、事故当時は小雨で、室内で別の仕事をしていたところ、家族にリヤウェイト装着

を頼まれ、気乗りがせず、さっさと片付けてしまいたいという心境だった。 

 さらに、いつもは安全靴を履いて作業しているが、雨天ではすぐに浸みてきて不快なの

で、普通の長靴を履いていた。どんな条件の場合も、ほんのちょっとの場合でも、危険回

避、傷害軽減の対策が必要である。 

 

 

＜３＞作業機の脱着時の事故 

 

④牽引式播種機をトラクターに装着し播種機のキャスターを外す際、キャスター 

 が倒れ足を直撃、拇趾骨折。   （平成23年11月 14:30頃 倉庫内、男23歳） 

 小麦播種機（牽引式）をトラクター

に装着し、播種機のキャスターを外す

ため、ボルトのネジを２本を外した。

上にある金属板を外した途端、キャス

ターの支柱が倒れ、左足の親指に当た

った。しばらく痛くて身動きがとれな

かった。親指が腫れ上がり、甲の部分

も少し腫れていた。ピンポイントでぶ

つかったようだ。支える金属の重量は

7.78ｋｇ。 

 倉庫の照度は 116ルクス。翌日、使
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おうとして点検中の事故。踵のない長靴を履いていた。踵のある長靴は疲れる。 

 病院に行きたかったが、木曜日の午後は休診日。氷で冷やし、翌日、受診。レントゲン

を撮ったら親指にヒビが入っていたので固定。1 月中旬頃治癒。仕事は 12 月いっぱい休ん

だ。労災保険は 1か月半出た。助かった。 

 

＊事故原因 

 構造的に、播種機を支えていた天板のボルトを緩めると支柱が外れ、バターンと倒れる

構造となっている。ボルトを外しても倒れない工夫が機械的に必要と思われる。ただし、

支柱の途中にピンがあり、実際にはボルトを緩めずに、ピンを抜くことで、キャスターの

みを外すことが可能な構造となっている。作業手順の問題とも考えられる。 

 また、長靴を履いていたが、せめて安全靴を着用しておれば良かった。 

 

 

＜４＞作業機の洗浄時 

 

⑤ロータリーカルチを洗浄中、ロータリー刃を足で押し回そうとして、足に突き 

 した      （平成14年 6月 午後5時頃、自宅の農機洗い場、男性・35歳） 

 トラクターにロータリーカルチ（中

耕培土作業機）を装着して行った中耕

作業が終わったので、自宅敷地内の洗

い場でトラクターのエンジンを切り、

PTO クラッチも切って、ロータリーカ

ルチを持ち上げた状態で水洗いしてい

た。ロータリー刃は大部分をカバーで

覆われており、中に土が詰まりやすい

ので、左足でロータリ刃を押し回しな

がら洗おうとした。しかし、土の抵抗

でロータリー刃が容易に回らなかった

ため、力を入れて踏みつけたところ、ロータリー刃が足の裏から刺さり、甲に突き抜けた。 

 ロータリー刃を引き抜いて、患部に布を巻き付けて止血し、すぐに家族に車で病院に連

れて行ってもらった。患部を消毒のうえ、５～６針の縫合施術を受けた。左足裏第２～３

指間から足の甲第３～４指間の貫通創、通院１カ月現在、傷は完治しており、作業および

日常生活に支障はない。 

 

＊事故原因 

 このロータリー刃は通常の耕うんロータリーに比べて幅が狭く、先端も鋭い形状であっ

た。事故当時まで９年も使い続けている機械であり、まさかロータリー刃が地下足袋を突

き抜けて刺さるとは思っていなかった。事故以来、現在も該当機を使用しているが、「ロ

ータリー刃は刺さる」という意識を持って注意して作業するようになった。なお、当時底
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の薄い地下足袋を履いていた。 

 農家仲間にも隠さずに事故の顛末を話し、作業における危険の所在について情報を共有

している。 

 ところで、このロータリーの刃に限らず、ロータリーを覆っているカバーとロータリー

との間に詰まる泥を落とす作業は、土の性質や条件にもよるが、土がカバーとの間にびっ

しりと詰まりこれを落とすのにかなり苦労する。カバーが開口し、土が取りやすい構造に

ついても検討してもいいのではなかろうか。今回の事故のみならず、作業の効率からも検

討してもいいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

   カバーで覆われたロータリー                     鋭いロータリーの刃 

 

 

（２）走行中の事故、転落・転倒など 

 トラクターの転倒・転落による重大事故が後を絶たない。事故事例毎に個別理由がある

が、トラクターの転倒・転落の背景に次のような問題があると考えられる。 

 

＜トラクターのスピード調整の複雑さ＞ 

 トラクターの走行中のスピード調節は、足によるアクセル、レバーアクセルにより行う。

さらに、変速も主変速、副変速と通常２種類あり、走行中、これらの変速の組み合わせと、

アクセルによりスピードの調節がされる。もし、低速から高速への主変速が４段あり、各

段毎にさらに４段の副変速があるとすると、合計 16通りの組み合わせがあり、さらにアク

セル調整が加わり、スピード調整のみでも多くの組み合わせがある。 

 それに比べ、最近の車はほとんどがオートマチックであり、変速も通常はＤ・ドライブ

に入れ、フットアクセルのみでスピードを調整する。 

 このように、トラクターはスピード調整そのものが多岐にわたっており、状況毎に的確

な組み合わせの判断が求められ、複雑である。乗用車のスピード調整の簡便さとは大違い

である。 

 

＜作業機毎、作業環境毎に重心が時々刻々複雑に変化＞ 

 トラクターは様々な作業機をつけ替える。装着した作業機により重心の位置が変わる。

水平面であっても、作業機の上げ下ろしで重心が高くなったり前後に移動する。 

 さらに、傾斜のある昇降路や坂道、傾斜面のある牧草地など作業環境により、時々刻々

と重心が複雑に変化する。 
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 一方、普通乗用車などの重心は、ほとんど変化が無く、基本的には整備道路を走るので、

通常の運転で転倒することは極めてまれである。 

 このように、トラクターは装着する作業機の種類や坂道やその他の作業環境により、重

心が前後左右、上下に常に移動し不安定であり、常に転倒の危険性をはらんでいる。 

 

＜作業機が車幅を拡大＞ 

 ロータリーやハロー等はトラクターの車幅より大きくはみ出している事が多い。運転者

は、車幅では通過可能と判断する場合でも、坂道などでは後ろの作業機が崖につっかえた

り、電柱などに引っかかり、そのまま横転する事がある。車幅は通行可能でも、後ろの作

業機が通行可能かの確認が必要である。 

 

＜作業時以外はブレーキの連結ロックを＞ 

  トラクターは、作業時の回転半径を小さくするため左右の後輪に対するブレーキが別々

についており、左に回る時はには、左の後輪を止めるブレーキを踏む。右もしかりである。 

作業時には必要な片ブレーキではあるが、斜面走行や路上走行時に緊急時に片ブレーキ状

態でブレーキを踏むと簡単に回転、横転する。そのため、走行時などでは片ブレーキとな

らないよう、左右のブレーキを連結する。 

 このブレーキの連結をせずに起こる事故が多発している。 

 

 

 

＜１＞坂道走行中、転落・横転 

 

⑥トラクターで畑の耕うん作業を終えて狭い傾斜のある入退路を退出中、左側前輪が 

 路肩を踏み外し、2.7ｍ下の畑にトラクターごと転落。 

                 （平成22年 4月 11時頃、昇降路、男、54歳） 

 トラクター（26PS、安全フレームなし、25年前に購入、整備不良のため副変速は 3速に

固定）で、畑の耕うん作業を終

え、傾斜のある狭い入退路を出

た時、わずかに前輪が浮き、そ

のはずみで左側前輪が路肩を踏

み外し、慌ててハンドルを右に

切ったが体勢を元に戻せず、2.7

ｍ程下の畑に転落、トラクター

の下敷きになり、その後トラク

ターは作業者の横に横転した。 

 単独作業だったので周囲に誰

もいなかったため、事故後約１

時間発見されずにいた。たまた
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ま小学生を迎えに行くため通りかかった人に発見され、救急車にて、約 10 ㌔離れた所まで

搬送され、さらにドクターヘリで大学病院に搬送された。骨盤粉砕骨折、内腸臍動脈断裂、

入院 3か月、途中転院しリハビリを受ける。足に少しのしびれが残っている。 

 本人は、勤めの合間での作業経験しか無く、トラクターも自己流で運転していた。また、

当日は選挙の投票日であり、少し焦りがあった。なお、 事故後は退出路を拡幅した。その

後、農業は委託とした。 

 

＊事故原因 

  トラクターの退出路は、手前が 2.1ｍあ

るが、坂の上の方は 1.8ｍと狭くなってい

る。ロータリー幅は図では 1.6ｍ前後あり

そうであり、少し余裕はあったかもしれな

いが、ギリギリである。特に右側に土手が

あり、作業機が土手にぶつからないように

左側に寄っていた可能性がある。 

 また、①の地点でわずかに前輪が浮き上

がった、とあるが、坂道の傾斜角はどの程

度であったろうか。作業機を高く上げてい

たのかもしれない。坂道や傾斜地での走行時では、作業機を出来るだけ降ろす必要がある。

また、慌てて、ハンドルを切り損ねたのか、さらには、ブレーキを踏んだのか、その際、

片ブレーキであったか等不明である。もし、片ブレーキでありちょっとでもブレーキを踏

んでいたら、簡単に横転したと考えられる。    

 

 

⑦トラクターで畑の乗り入れ口を登っているときスリップして７ｍ下の農道に転落、 

 頸椎と肋骨の骨折    （平成24年 5月午後５時頃、畑に向かう坂道、男78歳） 

 前例の⑥と同様、坂道か

らの転落である。 

 40ａの水田の荒起こしを

終え、水田の上にある畑の

耕耘をしようと 20ｍある

坂道をトラクターで登って

いた。小雨が降っていたの

でスリップするのではない

かと嫌な気持ちがあったの

で、乗り入れ口の濡れ具合

を最初に確認して、大丈夫

と思い、上り始めた。登り

終わるまであとわずかな時
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にタイヤがスリップ。転落すると思いエンジンを切りトラクターの山側から降り、後輪に

着けていた鉄車輪に足を掛け、右側の崖の草につかまった。 

 その瞬間、トラクターは 8.7ｍ下に落下した。その直後、つかまっていた草が切れて本

人も３回程度回転しながら７ｍ下の崖下に転落。トラクターより約３ｍ離れた場所に落下

し、首・胸・腰・腕を強く打った。 

 転落後一瞬意識がなくなったが、意識が戻ると目の前に携帯電話があった。妻とは 30

分前まで一緒に作業しており、自宅に帰っていたので自宅に電話。近医に電話したが留守

であり別の病院に電話した。病院では救急車を呼ぶように指示があり消防署に電話した。

それから約 50ｍ程移動し、農道の近くで救急車を待った。救急車は 15分程で到着（6 時頃）、

40分程で病院に到着し、治療を受けた。頚椎骨折、肋骨骨折、１ヵ月間入院、手先にしび

れ感あり。 

 

＊事故原因 

  平成元年に水田と畑を改良し

た。それ以来、水田の耕作が終

わると続いて畑を耕すことにし

ていた。小雨が降っていたので

スリップするのではないかと一

度は確認したが、この程度なら

スリップしないと思った。 

 トラクターについているロー

タリー幅は 150cm、坂道の道路

幅が最少 130cm、平均 140cm で

ありタイヤがギリギリで、作業

機が右側の崖をこすりながら運

転していたことになる。 

 斜度は最大 23.4°あり小雨が降っていたことから滑りやすい環境下にあった。 

トラクターには安全フレームが付いていたが 8.7ｍ下に 3～４回も回転しながら落下した

ことからフレームが曲がってしまった。また、ブレーキの連結ロックはしたことがなく、

常に片ブレーキ状態で、この時もひょっとしてブレーキを踏んだとも考えられ、そのこと

も転落の誘因になったとも考えられる。 

 

 

⑧フロントローダを付けたトラクターで地ならし作業中、バックで農道に上がろうと 

 して、農道のワダチに左前輪を取られて1回転して下敷き、１時間後に発見。 

                  （平成24年 9月12時頃、農道、61歳・男性） 

 午前 10時頃から自宅裏のハウスの横でハウスに水が流れ込まないように、トラクターに

フロントローダを付けて溝を掘ったり地ならしをしていた。 
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 昼過ぎ、バックで農道にやや

斜めに上がったところ、農道の

ワダチに左前輪が取られて、左

向きに 1 回転して下敷きにな

る。危ないと思いハンドルにし

がみつくも、左車輪側の溝に身

体がはまって仰向けになってし

まい、身動きがとれなくなった。

左大腿部がトラクタに圧迫され

て少し鬱血した。 

 助けを求めようと大声で叫ん

だが、妻は選果場にピーマンを

持って行って不在、母も不在で

あった。携帯電話は普段から持っていない。 

 農道の土は粘土質であったが、表面はやや柔らかく、手で掻きだして空間を作った。し

かし、下の方は硬くて土を掘ることもできず、声を出して助けを待っている状態が約１時

間続いた。午後 1時頃、妻が帰宅し、逆さまになっているトラクターを発見、近所の人に

電話連絡し、救出をお願いした。近所の人がジャッキを 1 個用いてトラクターの片側を上

げて、少し楽になったと思ったら、ジャッキが外れて、トラクターの車体が左半身に落ち、

左鎖骨と左肋骨 5本を骨折した。この間 20分くらい。 

 救出困難とみて、妻が救急車を要請、約 20 分でパトカーとレスキュー隊が一緒に到着。

エアジャッキをトラクターの両側に入れてようやく救出、ドクターヘリも要請、高次救急

センターに搬送された。左鎖骨、左肋骨 5本骨折、入院 17日（調査日現在も通院中）  

 なお、事故時の服装は作業服、つっかけ、帽子はかぶっていなかった。 

 

＊事故原因  

 農道にバックで入ったが、右側に法面があり、変速は

バック 2 速に入っており速度が少し早く、フロントロー

ダを少し上げていたことも影響して、左側に横転（転覆）

した。農道と畑の境を少し崩そうと考えて畑から斜めに

農道に入った。農道を真っ直ぐ上にバックすれば良かっ

た。フロントローダを少し上に上げていたため、重心が

高くなっていたのも転覆の原因である。 

 なお、服装も履き物はつっかけ程度というのも、大型

農機を扱う服装としては、問題が感じられる。 

 

 

 

 


	このロータリー刃は通常の耕うんロータリーに比べて幅が狭く、先端も鋭い形状であった。事故当時まで９年も使い続けている機械であり、まさかロータリー刃が地下足袋を突き抜けて刺さるとは思っていなかった。事故以来、現在も該当機を使用しているが、「ロータリー刃は刺さる」という意識を持って注意して作業するようになった。なお、当時底の薄い地下足袋を履いていた。
	農家仲間にも隠さずに事故の顛末を話し、作業における危険の所在について情報を共有している。

